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図 5 　階数と打込み速度の関係
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図4　クライミングの回数と1 工区あたり

　　　の作業時間および作業人数の関係

表 3 　設計基準強度および打込み量

施工階における配管作業が不要のため打込み箇所を容易

に移動させることができる。一方で、この工法は、初期

設置・撤去の作業に加え、施工階に伴い支柱ごとディス

トリビュータを持ち上げ延長配管するクライミング作業

が必要となる。そこで、本工事は、図3 に示すようなタ

ワークレーン等の揚重機が不要な自昇機構を備えている

ディストリビュータを採用し、1 度のクライミングで 2
フロア上昇させることとした。また、本工事において、

ディストリビュータは 7階から 31階までの打込みに適用
した。

3 . 結果および考察

　設計基準強度および打込み量を表 3 に示す。1 工区の
打込み量の平均は 240m3程度であり、2工区の打込み量の
平均は 160m3程度であった。

　クライミングの回数と 1 工区あたりの作業時間および
人工の関係を図 4 に示す。ここでは、作業員 1 人が 1日
(8時間)行う作業量を 1人工として扱い、1度のクライミ
ング、すなわち 4工区( 2フロア× 2工区)の作業時間を 1
工区あたりの作業時間および人工に換算した値を示して

いる。1 工区あたりの作業時間は、作業人数の違いがあ
るものの概ね 2 時間程度であり、1 工区あたりの人工は
0.1人工程度であった。
 階数と打込み速度の関係を図 5 に示す。なお、打込み

速度は、各階の総打込み量を圧送作業開始から終了まで

の時間で除した値であり、先送りモルタルの圧送作業時

間および休憩時間は、この圧送作業開始から終了までの
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●柱または圧入を含む

到着の遅れなどの様々な要因が含まれている。ディスト

リビュータを用いた打込み速度は、コンクリートバケッ

トを用いた標準運搬量４)より大きくなる傾向を示し、さ

らに、配管形式による打込み箇所の移動に伴う配管作業

の時間が改善されるため、ディストリビュータ工法の適

用することで打込み速度が増加すると考えられる。

4. まとめ

　本報告は、実施工においてディストリビュータ工法を

適用した高層 R C 造の施工記録からクライミング回数と
1 工区あたりの作業時間および人工の関係，階数と打込
み速度の関係について検討した。その結果、高層 RC 造
の施工におけるディストリビュータの適用は有効である

と確信できる。
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時間に含まれている。打込み速度

は、いずれの工区も 16階程度まで増
加する傾向を示した。これは、施工

階の上昇に伴い作業員の技術が習熟

したためと考えられる。また、17階
以上の打込み速度は、ばらつきがあ

るものの概ね同等の値を示し、施工

階による違いは見られなかった。こ

のばらつきは、コンクリートを打ち

込む部材形状の違いやトラックアジ

テータ車のトラックアジテータ車の

設計基準強度(N/mm2)

梁 1工区 2工区

29-RF(31) 30 243.1 166.8

23-28 36 237.3    159.3*1

13-22 48 243.7 157.9

7-12 54 242.8 162.0

*1 柱および圧入の打込み量を含む

階数
平均総打込み量(m3)
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